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研
究
論
文東
魏
北
斉
壁
画
墓
の
研
究

正
面
向
き
墓
主
像
を
中
心
と
し
て

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》

魏
晋
南
北
朝
時
代
北
方
系
民
族
壁
画
墓

束
魏
•
北
斉
は
西
暦

h

二
四
年
、
北
魏
北
鎮
軍
人
の
反
乱
に
よ
っ
て
、
経
済
、

文
化
の
進
ん
で
い
た
黄
河
下
流
域
で
打
ち
建
て
ら
れ
た
政
権
で
あ
る
。
五
七
七

年
北
周
に
滅
ぼ
さ
れ
る
ま
で
、
東
魏

•

北
斉
二
つ
の
王
朝
で
わ
ず
か
四
十

三
年

の
歴
史
で
あ
っ
た
が
、
陪
軒
律
令
国
家
に
先
行
す
る
諸
制
度
の
形
成
期
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
束
魏
北
斉
の
壁
圃
墓
は
、
北
魏
晩
期
壁
画
墓
の
伝

統
を
受
け
な
が
ら
、
独

nの
特
色
を
形
成
し
、
陪
唐
辟
謡
回
幕
に
大
き
な
影
評
を

与
え
、
中
国
と
束
ア
ジ
ア
の
美
術
史
に
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
。
束
魏
北

斉
辟
虚
四
墓
は
墓
道
辟
年
画
及
び
そ
の
列
戟
、
儀
杖
、
大
龍
、
大
虎
な
ど
の
画
題
が
、

附
肘
墓
作
辟
じ
．
削
の
濫
腸
に
な

っ
た
こ
と
に
よ

っ
て
非
常
に
重
要
視
さ
れ
、
数
多

く
の
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
論
文
の
中
で
は
、
東
魏
北
斉
壁
画
墓
の
重
要
な
特
徴
と

も
言
え
る
正
面
向
き
の
墓
じ
像
、
特
に
正
面
向
き
の
墓
主
坐
像
に
つ
い
て
、
ほ

と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
IE
而
向
き
い
11

令
じ
像
が
軍
要
で
あ
る
と
い
う
の
は
、

-2
)
 

墓
道
壁
両
と
同
時
に
出
現
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
も

っ
と
も
、
隋
唐
墓
葬
壁

正
面
向
き
墓
主

柴

生

芳

（
神
戸
大
学
大
学
院
文
化
学
研
究
科
）

画
に
踏
製
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
正
面
向
き
墓
主
像
が
軽
視
さ
れ
た
理
由
の

―
つ
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
正
面
向
き
墓
主
像
が
反
漠
化
主
義
の

政
策
を
遂
行
し
た
東
魏
北
斉
王
朝
に
あ
っ
た
こ
と
こ
そ
が
、
中
国
古
代
の
文
化

転
換
期
の
現
象
の

一
っ
と
し
て
興
味
深
い
。
そ
れ
は
文
化
受
容
と
変
容
に
関
す

る
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
を
通
じ
て
、
転
換
期
で
あ
る
魏
晋
南
北
朝
時
代
に
お
け

る
文
化
交
流
、
融
合
の
様
相
が
解
明
で
き
る
。
本
稿
は
民
族
性
、
地
域
性
、
時

代
性
の
面
か
ら
論
じ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
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第
一
章

正
面
向
き
墓
主
像
の
民
族
性

（
一
）
東
魏
北
斉
壁
画
墓

こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
東
魏

・
北
斉
時
代
に
造
ら
れ
た
多
く
の

壁
画
墓
が
発
見
さ
れ
た
。

現
在
ま
で
に
、
東
魏
•
北
斉
の
領
域
で
あ

っ
た
河
北
、

河
南
、
山
西
及
び
山
東
で
、
約
二
十

一
基
の
辟
土
画
墓
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
中



で
も
、

磁‘
t
像
が
描
か
れ
て
い
る
壁
圃
堪
が
J
L
つ
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
河
北
磁

-3

)

(

1
}
 

(Ii
五

O
)
と
北
斉
の
高
潤
墓

（・
九
七
六

）
、

（
五
七

O
)

県
に
あ
る
束
魏
の
茄
仙
公
主
簗

山
内
太
原
に
あ
る
北
斉
の
婁
椒
墓

（不

明

）
、

と
金
勝
村
の
北
斉
壁
圃
墓

(7
)
 

（五
七

一
）

及
び

111
束
済
南
に
あ
る
北
斉
の
道
貴
簗

で
あ
る
。

こ

れ
ら
の
辟
虚
咄
培
で
は
、

袋
卜
像
は
す
べ
て

IE而
向
き
で
、

＾
 
北

｀
 

繕
室
の
奥
辟
じ

に
南
而
に
し
て
描
か
れ
て
い
る

（図
版

1
、

゜
2
)
 
こ
れ
ら
の
正
而
向
き
墓
‘
E

像
の
も

っ
と
も
杓
し
い
特
徴
は
、
硲
‘
下
像
そ
の
も
の
が

―
つ
の
独
立
し
た
訓
而

で
、
背
令
七
像
は
、
情
か
で
、
し
か
も
荘
厳
な
雰
囲
気
を
溢
れ
さ
せ
て
い
る
。
ま

た
、
奥
壁
に
あ
る
こ
れ
ら
の
幕
主
像
に
呼
応
し
て
、
墓
室
の
左
右
両
側
の
東
西

辟L
面
に
墓
主
の
侍
従
・
巾
馬
、
門
洞
の
あ
る
南
破
に
門
吏
、
位
が
高
い
墓
‘
干
の

場
合
は
、
塙
近
の
両
煎
面
に
行
龍
、
白
虎
、
列
戟
を
持
つ
儀
使
隊
列
、
或
は
出

行
・
帰
磁
図
が
描
か
れ
、

正
而
向
き
硲
じ
像
が
樅
圃
構
成
の
中
心
に
な

っ
て
い

る
。
峨
訓
の
題
材
に
よ

っ
て、

塙
索
じ
内
の
ど
の
辟
ぷ
皿
に
描
か
れ
る
か
と
い
う
決

ま

っ
た
規
訓
が
存
在
し
‘
辟
忠
皿
そ
の
も
の
自
体
も
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
奥
樅
の
真
中
に
あ
る
正
面
向
き
墓
主
像
を
中
心
に
す
る
墓
宰
壁
両
全

体
に
よ

っ
て
、
簗
室
空
間
日
身
に
特
定
な
意
味
が
賦
与
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
泌
宇
に
人
る
と
、
片
企
主
を
納
め
て
い
る
棺
が
な
く
で
も
、
奥
増
の
真
中

に
あ
る
正
血
向
き
硲
じ
像
と
、
そ
れ
を
中
心
に
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
辟
命
臼
に

よ

っ
て
、
礼
拝
場
所
に
入
る
か
の
よ
う
な
強
い
臨
場
感
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
れ

は
＂
り
年
‘
上
像
を
神
格
化
し
た
結
呆
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る

。

現
在
ま
で
発
見
さ
れ
た

•
L

十

一
仙
の
東
魏
北
斉
辟
詣
凹
墓
中
、
前
述
し
た
五
基

の
正
面
向
き
墓
主
像
の
あ
る
壁
圃
墓
以
外
の
十
六
基
の
壁
圃
墓
で
は
、

(9
}

（

10
)
 

（
庫
秋
廻
洛
簗
、
克
峻
絡
、
李
勝
難
磁
）
、

三
基
は

墓
宰
に
辟
ぃ
圃
が
描
か
れ
ず

九
基
は

塔
室
に
辟
品
門
が
描
か
れ

て
い
た
が
、

剥
落
し
て
し
ま
い
判
明
し
な
い

。

.
、し

... I
 

（上
IÌ
、

温
墓
、

趙
胡
仁
硲
、

り^9
長
命
墓
、

湾
徹
大
墓
‘

司
馬
南
安
墓
、
苑
粋
墓
、
河
北

(
12
)
 

河
北
磁
県
曹
家
荘
墓
）。

呉
橋
小
馬
荘
村
塔
、

北
京
王
府
倉
墓
、

ま
た
残
り
の

四
基
の
壁
両
墓
で
は
、

墓
室
の
奥
壁
の
真
中
に
、

墓
葬
壁
画
の
全
休
的
構
成
の

(13
)

（

M
)
 

（在
丑
分
慕
f

柑
品
抵
f

中
心
と
な
る
正
而
向
き
臨
‘
t
像
は
描
か
れ
て
い
な
か

っ
た

舶
玉
光
塙
、
済
南
市
束
八
坦
罪
繕
）
。
す
な
わ
ち
、

ll
土
寸

t
‘

~
じ

I
I
f

同
じ
東
魏
北

斉
£
朝
の
統
治
の
ド
で
も
、
搭
‘
干
像
に
対
す
る
認
識
や
態
度
が
こ
と
な

っ
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。

一
方
、
前
述
し
た
正
血
向
き
臨
‘
干
像
の
あ
る
辟
孟
門
墓
の
被
葬
者
は
東
魏
丞
相

高
歓
の
息
子
の
幼
妻
茄
茄
公
‘
干
、
北
斉
四
代
の
皇
帝
の
愛
弟
高
澗
、
高
歓
妻
の

甥
で
北
斉
四
代
皇
帝
の
親
戚
婁
椒
、
「
将
軍
の
夫
人
」
で
あ
る
金
勝
村
墓
墓
主

と
祝
阿
県
令
の
追
乳
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
は
色
々
な
階
級
に
属
し
て
い
る
。
皇

族
で
あ
る
ぃ
如
茄
公
‘
E
、
翡
潤
や
外
戚
で
あ
る
炭
椒
が
い
れ
ば
、
低
級
宜
吏
で
あ

- 12-

る
祝
阿
県
令
で
あ
る
追
員
も
い
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
墓
主
像
を
神
格

化
さ
せ
る
の
は
皇
室
貴
族
だ
け
の
特
殊
な
権
利
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
ま

た
、
正
面
向
き
墓
主
像
が
描
か
れ
て
い
な
い
四
基
の
壁
画
墓
の
被
葬
者
の
中
に

は
、
身
分
が
正
三
品
の
朝
廷
要
員
で
あ
る
在
昂
も
い
る
。
す
る
と
、
正
面
向
き

硲
主
像
が
描
か
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
間
題
は
被
作
者
の
身
分
と
は
関
係
が
な

-
Jj
、
束
魏
北
斉
時
代
は
反
漢
化
の
認
識
が
非
常
に
強
か

っ
た

い
と
言
え
る
。

時
代
で
あ
る
の
で
、
所
屈
民
族
の
観
点
か
ら
検
討
し
て
み
た
い

。

茄
茄
公
主
は
、
束
魏
の
丞
相
で
あ
る
高
歓
の
九
番
目
の
息
子
の
幼
妻
で
、

茄
茄
‘
干
阿
那
壊
の
孫
で
あ
る
。
隣
和
公
主
と
も
呼
ば
れ
、
十
三
歳
の
時
に
早

逝
し
た
。
高

氏

一
族
と
茄
茄
公
主
の
婚
姻
は
ま
っ
た
く
政
治
外
交
の
た
め
に

結
は
れ
た
も
の
で
あ
る
。
茄
茄
は
、
ま
た
蟷
蟷
、
丙
丙
、
柔
嬬
、
柔
然
と
呼

四
肌
紀
ご

ろ
か
ら
六
世
紀
中
ご
ろ
ま
で
蒙
古
を
支
配
し
た
遊
牧
民
族

ギ
1
‘'‘
 



で
あ
り
、
南
北
時
代
、
特
に
北
魏
が
分
裂
し
た
北
朝
の
晩
期
に
お
け
る
北
方

草
原
地
帯
の
強
大
な
政
治
軍
事
集
団
と
し
て
、
中
原
王
朝
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
。
ま
た
、

高
澗
は
、
東
魏
北
斉
の
皇
族
、
高
歓
の
十
四
番
日
の
息
子

（
凶

）

で
あ
る
。

高
歓

一
族
の
出
身
に
つ
い
て
、

『魏
書
•
高
湖
伝

」
と

『北
史
・
斉

神
武
帝
紀
』
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
渤
海
郡
篠
県
の
漢
人
の
豪
族
高
氏
で
あ
り
、

(25
)
 

「
累
世
北
邊
、
故
習
其
俗
、
遂
同
鮮
卑
」
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
胡
化
漢
人
」
で

あ
る
。
し
か
し
、

11
本
の
学
者
濱
口
重
国
氏
を
始
め
中
日
両
国
の
学
者
は
こ
れ

ら
の
記
載
を
疑
間
視
し
て
、
古
回
氏
の
世
系
は
偽
造
さ
れ
た
も
の
と
提
唱
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
北
斉
高
氏
は
漠
民
族
で
な
い
と
い
う
。
ま
と
め
る
と
、
北
斉
裔

氏
の
出
身
に
は

「胡
化
漢
人
」
と
北
方
系
民
族
或
は
鮮
卑
族
の

二
つ
の
説
が
あ

り
、
い
ず
れ
も

「
胡
」
と
関
わ
る
の
で
、
本
論
の
出
発
点
と
矛
盾
し
な
い
が
、

北
方
系
民
族
或
は
鮮
卑
族
説
の
論
拠
の
方
が
よ
り
有
力
で
あ
る
か
ら
、
私
は
そ

れ
に
従
い
た
い

。
婁
叡
は
神
武
（
高
歓
）
明
皇
后
婁
氏
の
甥
で
あ
り
、

『魏

害

・
官
氏
志
』
に
は

「
匹
災
氏
後
改
為
婁
氏
」
と
あ
る
。
眺
薇
元
氏
の

『北
朝

胡
姓
考
』
に
よ
る
と
、
婁
氏
は
吐
谷
渾
の

一
っ
の
部
落
に
属
し
、
皇
興
四
年

(
28
)
 

（四
七

O
)
に
敗
戦
し
て
魏
に
降
し
た
の
で
あ
っ
た
。
吐
谷
渾
は
青
海
で
活
躍

（空

し
て
い
た
熱
容
鮮
卑
の

一
族
で
あ
る
。
道
貴
は
、
発
掘
報
告
書
で
は
出
土
し
た

幕
誌
に
「
南
陽
人
」
と
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
「
南
陽
張
氏
」
と
推
定
し
て
い
る

(30
)
 

が
あ
ま
り
に
断
定
的
で
あ
り
、
実
際
は
不
明
な
点
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
。
金
勝

村
墓
の
墓
‘
E
の
出
身
は
、
出
土
品
と
壁
圃
の
内
容
か
ら
判
断
で
き
な
か
っ
た
の

で
、
発
掘
報
告
書
に
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

以
上
五
基
の
正
面
向
き
雌
主
像
の
あ
る
壁
画
翠
の
被
葬
者
の
中
で
は
、
所
属

民
族
が
確
定
で
き
る
一―一
人
、
即
ち
茄
茄
公
主
、
裔
澗
と
婁
叡
す
べ
て
が
北
方
系

民
族
に
属
す
る
こ
と
が
分
か
る
。

東
魏
北
斉
時
代
に
お
け
る
二
十

一
基
の
壁
画
墓
の
中
で
、
被
葬
者
が
北
方
系

民
族
の
出
身
者
だ
と
判
明
で
き
る
の
は
、
こ
の
三
人
以
外
に
も
二
人
い
る
。

人
は
、
湾
滴
大
墓
の
被
葬
者
で
あ
る
。
湾
灌
大
墓
は
北
斉
の
皇
帝
陵
、

つ
ま

り
、
被
葬
者
は
北
斉
の
皇
帝
高
洋
で
、
皇
族
の
高
潤
と
同
じ
出
身
で
間
違
い
な

『北
朝
胡

姓
考
』
に
よ
れ
ば
、
庫
秋
氏
は
元
々
は
鮮
卑
段
氏
の
出
身
で
あ
っ
た
が
、
帰
魏

の
後
、
北
方
の
辺
境
、
即
ち
北
鎮
に
置
か
れ
て
い
た
。
ま
た
、

『魏
書

・
官
氏

い
。
庫
秋
廻
洛
墓
の
被
葬
者
の
庫
秋
廻
洛
は
、
前
掲
の
眺
薇
冗
氏
の

志
』
に
は
「
次
南
庫
秋
氏
、
後
改
為
秋
氏
」
と
あ
る
が
、
北
斉
時
代
に
お
い
て

ま
た
庫
秋
の
姓
氏
が
あ
る
の
は
、
当
時
胡
姓
が
再
び
流
行
し
て
い
た
こ
と
を
物

(32
)
 

語
っ
て
い
る
。
庫
秋
廻
洛
墓
の
墓
室
内
に
は
壁
両
が
描
か
れ
て
い
な
い
の
で
、

こ
こ
で
は
別
に
す
る
が
、
湾
涌
大
墓
、
す
な
わ
ち
高
洋
墓
は
、
正
面
向
き
墓

主
像
が
描
か
れ
て
い
る
高
澗
墓
と
茄
茄
公
主
墓
と
比
べ
る
と
、
規
模
が
や
や
大

き
い
以
外
、
全
体
的
な
構
造
、
壁
画
の
題
材
、
内
容
及
び
そ
の
配
置
は
ほ
ぽ
同
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じ
で
あ
る
。
高
洋
墓
の
墓
室
の
奥
辟
土
に
お
け
る
壁
画
は
画
面
が
剥
落
し
て
し
ま

っ
て
、
正
而
向
き
墓
主
像
は
検
出
で
き
な
い
が
、
高
潤
墓
、
特
に
茄
茄
公
主
墓

と
似
て
い
る
点
か
ら
見
れ
ば
、
高
洋
墓
の
墓
室
奥
壁
の
下
段
に
正
面
向
き
墓
主

像
と
そ
の
侍
従
が
描
か
れ
て
い
た
可
能
性
は
非
常
に
高
い
。

つ
ま
り
、
現
在
ま
で
発
掘
さ
れ
た
五
甚
の
北
方
系
民
族
出
身
者
の
墓
中
で
は
、

墓
室
壁
画
が
描
か
れ
て
い
な
か

っ
た
一
基
を
除
け
ば
、
の
こ
る
四
基
は
、
す
べ

て
墓
室
の
奥
壁
、
す
な
わ
ち
正
壁
の
中
央
部
に
正
面
向
き
墓
主
像
が
描
か
れ
て

い
る
か
、
或
は
描
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
正
面
向
き
墓
主
像
の
な
い

四
基
の
壁
圃
墓
の
被
葬
者
は
す
べ
て
漢
民
族
の
出
身
者
で
、
し
か
も
、
崖
芥

い
ず
れ
も
当
時
北
方
の
名
門
豪
族
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
正
面
向
き
墓
主
像
は
東
魏
北
斉
時
代
に
お
け
る
北
方
系
民
族

の
臨
胞
雀
氏
と
雀
昂
の
平
山
在
氏
は
、



出
身
者
の
壁
両
墓
の
特
徴
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
い
え
ば
、

道
負
墓
と

金
勝
村
墓
の
被
葬
者
は
淡
民
族
で
は
な
い
。
漢
民
族
に
し
て
も
、
す
で
に
胡
化

さ
れ
た
漢
人
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
南
北
朝
時
代
他
地
域
の
壁
画
墓
、
ま
た
碑
画
塞

、
西
魏
北
周
時
代

今
ま
で
発
掘
さ
れ
た
六
桔
の
西
魏
北
固
陪
両
翠
の
う
ち
、
れ
基
に
は
培
両
が

名
ゼ

ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い

。
残
り
の

一
基
の
李
賢
墓
は
単
室
土
洞
墓
で
、
墓

道

・
過
洞
・
掘
り
抜
き
室

・
羨
道
・
玄
室
か
ら
な
る
。
第
一
過
洞
と
羨
道
（
墓

門
）
外
側
上
方
に
二
附
門
楼
、
第
二

•

三
過
洞
に
．
層
の
門
楼
、
過
洞
•
犬
井

束
西
辟
ぃ
、
磁
道
、

火
井
な
ど
に
武
十
像
が
あ
り
、
墓
道
両
側
に

一
休
ず
つ
、

三

つ
の
過
訓
旧
側
に
そ
れ
ぞ
れ

．

休
ず
つ
、
•

一―

つ
の
掘
り
抜
き
室
両
側
に
そ
れ
ぞ

れ
．
休
ず
つ
配
置
さ
れ
る
。
此
卜
は
い
ず
れ
も
正
而
立
像
で
、

冠
を
か
ぶ
り
、

両
％
を
着
て
い
る
。
必
宇
四
隙
に
は
紅
色
で
枠
を
し
た
中
に
人
物
両
像
が
描
か

れ
て
い
る
。
束
壁
に
は
五
幅
あ
る
が
、

一
幅
の
女
伎
楽
し
か
残
っ
て
い
な
い
。

旧
堺
に
は
五
輻
の
執
物
女
侍
が
あ
る
。
奥
壁
に
は
六
幅
が
配
5

直
さ
れ
て
い
る
が
、

保
＃
状
態
が
わ
る
く
て
圃
像
の
様

f
は
判
明
し
な
い
。

つ
ま
り
、

以

L
六
枯
の

西
魏
北
周
峨
訓
絡
の
奥
堺
に
化
而
向
き
塙
‘
E
像
が
描
か
れ
て
い
る
か
ど
う
か
結

論
は
出
し
が
た
い
。

令
腎
塙
に
描
か
れ
て
い
る
化
面
向
き
武
卜
の
立

し
か
し
、

像
は
き
わ
め
て

11立
つ
て
お
り
、

興
味
を
店
か
れ
る
。
磁
非
瑶
訓
の
中
の
武
上

像
そ
の
も
の
の
役
割
と
屯
要
性
は
磁
‘
モ
像
と
比
べ
る
と
か
な
り
小
さ
い
が
、
こ

こ
で
ま
ず
注
日
す
べ
き
は
止
血
向
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

LE
面
向
き
繕
‘
玉
像
に
し
ろ
、

IE
而
向
き
武

t
像
に
し
ろ
、

い
ず
れ
も
正
而
観
の

紐
識
を
も

っ
て
',.JL

成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
李
賢
染
の
武
士
の

耳
染
は
仏
像
の
耳
乃
木
を
想
起
さ
せ
る
。
西
魏
北
周
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
東
魏

北
斉
と
異
な
り
、
独
自
の
特
徴
が
あ
る
が
、

北
魏
孝
文
帝
以
来
の
漠
化
政
策
に

反
発
し
て
、
一
連
の
反
漢
化
政
策
を
推
進
し
た
の
は
東
魏
北
斉
と
同
じ
で
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
反
漢
化
と
い
う
の
は
、

漢
文
化
を
そ
の
ま
ま
学
ぶ

こ

と
で
な
く
、
漢
文
化
に
対
し
て
あ
た
ら
し
く
解
釈
、
あ
る
い
は
改
造
す
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
い
え
ば
、
正
面
向
き
武
士
像
の
あ
る
李
賢
墓
の
被
葬
者

李
賢
の
所
属
民
族
は
こ
の
問
題
点
を
解
決
す
る
鍵
に
な
る
。
次
に
、
被
葬
者
の

所
属
民
族
か
ら
論
じ
て
い
き
た
い
。

『

Jal
書
・
李
賢
伝
」
に
は
、
李
賢
の
出
身
に
つ
い
て
は
「
其
先
糊
西
成
紀
人

也
」
と
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
、
非
常
に
簡
単
で
あ
る
が
、

「隋
書
』
の
弟
の
李

穆
の
伝
に
よ
る
と
、
李
穆
は
自
ら
「
瀧
西
成
紀
人
、
漢
騎
都
尉
陵
之
後
也
。
陵

没
匈
奴
‘

f
孫
代
居
北
秋
、
其
後
随
魏
南
造
、
復
帰
沢
瀧
、
祖
斌
以
都
督
鎮
高

平
、
因
家
焉
」
と
い
う
。
椛
内
成
紀
は
現
在
の
甘
粛
省
の
天
水
に
あ
た
り
、
漢
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騎
都
尉
陵
は
前
漢
時
代
の
名
将
李
陵
の
こ
と
で
、
漢
武
帝
天
漢
二

（
前
九
九
）

年
に
敗
戦
し
て
匈
奴
に
投
降
し
て
い
る
。
よ

っ
て
、
李
賢
の
祖
先
は
漢
民
族
の

出
身
で
も
、
「
代
居
北
秋
」
、
四
百
年
以
上
た
っ
て
か
な
り
胡
化
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。
前
掲
し
た
眺
薇
元
氏
の
考
証
に
よ
れ
ば
、
李
氏
は
元
々
は
高
車
族
の
泣

伏
利

（郎
ち
叱
李
）
氏
で
、
北
魏
に
帰
し
た
の
ち
、
李
氏
に
改
め
て
い
る
と
い

(36
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う
。

つ
ま
り
、
李
賢
は
東
胡
高
車
族
の
出
身
で
あ
る
と
い
う
説
で
あ
る
。
自
ら

認
め
て
い
た
胡
化
さ
れ
た
漢
民
族
に
し
ろ
、
眺
説
の
高
車
族
に
し
ろ
、
北
方
系

民
族
の
風
習
に
強
く
染
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
す
る
と
、
李
賢

墓
の
奥
壁
に
正
面
向
き
墓
主
像
の
有
無
を
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
そ
の
正
面

向
き
武
士
図
及
び
武
士
図
自
体
の
仏
教
美
術
に
お
け
る
図
像
的
な
特
徴
は
、
東

魏
北
斉
壁
圃
墓
の
奥
壁
に
描
か
れ
て
い
る
正
面
向
き
墓
主
像
と
の
共
通
点
が
あ



る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二
、
北
魏
時
代

現
在
ま
で
発
掘
さ
れ
た
北
魏
時
代
の
辟
品
臼
硲
は
元
又
袋
、
じ
温
磁
の

二
桔
し

ゼ

か
な
い

。
几
又
墓
は
河
南
省
洛
腸
に
あ
る
方
形
単
室
碑
築
墓
で
、
辟
詣
凹
は
羨

道
、
天
井
、
墓
室
四
墜
に
描
か
れ
て
い
た
が
、
天
井
の
星
象
図
と
四
墜
上
部
の

四
神
図
像
だ
け
が
残

っ
て
、
他
の
部
分
は
す
で
に
剥
落
し
て
い
る
の
で
、
具
体
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的
な
様
子
は
判
明
し
な
い

。
王
温
墓
は
河
南
省
孟
津
県
北
陳
村
に
あ
る
単
室

土
洞
墓
で
、
壁
圃
は
墓
室
墜
面
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
東
壁
に
あ
る
墓
主
夫
妻

の
宴
飲
図
の
保
存
状
態
が

一
番
良
い
。
建
物

（帷
帳
）
に
座
る
塙
主
夫
婦
を
中

心
に
、
付
女

．．
 
哨
f
·

園
林

（山
岳
•
樹
木
）
が
描
か
れ
、
生
き
生
き
と
墓

主

夫
妻
の

H
常
生
活
を
表
し
て
い
る
。
元
又
墓
の
被
葬
者
の
元
又
は
、

『墓
誌
集

釈
』
に
よ
る
と
、

『魏
害
』
に
あ
る
元
叉
で
も
あ
る
。
元
叉
は
北
魏
第

一
代

H

（四

爪
帝
拓
祓
珪
の
孫
江
陽
王
冗
継
の
長
男
で
、
粛
宗
朝
の
権
臣
で
あ
る
。
無
論
、

こ
の
元
叉
す
な
わ
ち
元
又
墓
の
被
葬
者
は
鮮
卑
族
の
出
身
で
あ
る
。
王
温
は
、

正
史
に
伝
記
は
な
い
が
、

同
塙
出
士
し
た
墓
誌
銘
に
よ
れ
ば
、
「
燕
国
楽
浪
楽

都
人
…
秤
司
空
沈
之
後
也
。
Jlo

ロ
逢
永
珈
之
末
高
祖
準
背
太
中
大
夫
以
相
司
空

・

(10
-

幽
州
牧
浚
遇
石
氏
之
禍
、
建
興
元
年
自
荊
避
難
楽
浪
、
因
而
居
焉
。
」
と
あ
る
。

「評
司
空
沈

」、
「d
心r
・

幽
州
牧
浚

」
は
す
べ
て

『血1
1也9
』
巻
三
九
王
沈
•
子

浚
伝
』
に
見
え
、

「太
原
秤
陽
人
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、

王
温
本
来
の
出
身
は

魏
晋
南
北
朝
時
代
に
お
け
る
北
方
の
漢
族
豪
族
で
あ
る
太
原
王
氏
で
、
永
嘉
の

の
禍
に
よ

っ
て
、
幽
州
の
前

（北
京
）
か
ら
楽
浪

（今
の

北
朝
鮮
檄
内
）
に
避
難
し
た
の
で
あ
る
。
王
温
が
淡
民
族
の
出
身
で
あ
る
こ
と

木
、
石
氏

（什
勒
）

は
間
違
い
な
い
。
再
び
、
日
を
壁
画
の
方
に
移
す
と
、
元
又
墓
の
被
葬
者
の
江

陽
十
元
又
は
北
魏
の
息
室
成
貝
で
あ
り
、
北
ガ
系
民
族
の
出
身
で
あ
る
。
壁
圃

の
保
存
状
態
は
悪
く
て
、
正
面
向
き
墓
主
像
が
描
か
れ
た
か
ど
う
か
は
っ
き
り

分
か
ら
な
い
が
、
同
じ
河
南
省
洛
陽
に
あ
る
漠
族
出
身
の
王
温
の
墓
の
中
に
は
、

前
述
し
た
よ
う
に
墓
主
像
が
あ
る
が
、
後
墜
で
な
く
束
破
に
表
現
さ
れ
て
い
て
、

し
か
も
、
画
面
全
体
は
墓
主
夫
妻
の
宴
飲
の
場
面
を
表
し
て
い
て
、
東
魏
北
斉

壁
画
墓
の
中
の
神
格
化
さ
れ
た
正
面
向
き
墓
主
像
と
は
ま
っ
た
く
違
う
イ
メ
ー

ジ
で
あ
る
。
北
魏
時
代
の
漢
民
族
出
身
の
王
温
、
司
馬
金
龍
の
墓
葬
の
中
に
は
、

い
ず
れ
も
正
面
向
き
墓
‘
モ
像
が
描
か
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
北
魏
の

二
基
の
石
棺
辟
土
画
墓
が
発
見
さ
れ
た
が
、
そ
の

一
基
は
大
同
市

北
魏
宋
紹
祖
幕
で
あ
り
、
単
室
碑
築
墓
で
、
墓
室
内
に
立
派
な
石
棺
が
設
け
ら
れ

て
い
る
。
壁
両
は
石
棺
内
の
壁
面
に
描
か
れ
、
保
存
状
態
が
悪
い
の
で
、
北
壁

（
奥
辟
土
）
の
撫
琴
図
し
か
判
明
し
な
い
。
残
り
の
一
基
は
同
じ
大
同
市
に
あ
る
大
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同
智
家
堡
北
魏
墓
で
あ
る
。
単
室
土
洞
墓
で
、
壁
画
は
門
柱
と
石
棺
内
の
石
壁
に

直
接
に
描
か
れ
、
壁
画
の
周
辺
に
赤
線
の
枠
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
門
柱
に
忍
冬

文
、
棺
室
頂
部
に
花
舟
・
忍
冬
文
が
描
か
れ
る
。
棺
室
の
東
西
壁
に
蓮
を
持
っ
て

墓
上
の
方
に
向
く
男
女
侍
従
四
人
ず
つ
が
描
か
れ
、
そ
の
上
に
そ
れ
ぞ
れ
顔
が
向

い
て
い
る
羽
人
二
体
が
描
か
れ
て
い
る
。
南
壁
内
壁
の
西
側
に
牛
車

・
車
夫
、
東

側
に
鞍
馬
・
馬
夫
、
石
門
内
壁
に
樹
下
侍
女
二
人
が
描
か
れ
て
い
る
。
北
壁
（
奥

壁
）
の
中
央
部
に
帳
内
の
楊
上
に
正
面
向
き
に
坐
る
墓
主
夫
婦
の
並
坐
図
が
描
か

れ
、
そ
の
後
ろ
は
女
侍
三
人
、
両
側
に
は
男
女
侍
従
二
人
ず
つ
が
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
石
棺
壁
画
上
の
人
物
す
べ
て
は
鮮
卑
族
の
装
束
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。

宋
紹
祖
は
出
土
し
た
墓
誌
銘
に
よ
る
と
、
「
幽
州
刺
史
」
ま
た
「
敦
煙
公
」

で
あ
る
敦
捏
郡
の
宋
紹
祖
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
『魏
書』
、
『北
史
』
、
『資

治
通
鑑
』
な
ど
の
正
史
に
そ
の
伝
は
見
え
な
い
が
、
敦
燈
郡
の
出
身
で
あ
る
こ



と
が
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
敦
煙
の
宋
氏
に
間
迎
い
な
い
だ
ろ
う
。
文
献
史
料

に
よ
る
と
、
魏
晋
以
来
敦
位
に
は
、
張
、
李
、
曹
、
索
等
の
漢
族
豪
族
が
い
た

が
、
同
時
期
に
、
敦
煙
で
隠
居
し
て
講
学
し
た
張
換
、
宋
行
、
索
製
、
郭
高
ら

に
は
牛
徒
の
数
が
百
か
ら
千
人
ほ
ど
お
り
、
ま
た
本
を
著
し
、
学
説
を
立
て
て

い
た
。
宋
紹
祖
は
そ
の
漢
民
族
で
あ
る
宋
行

一
族
出
身
の
可
能
性
が
高
い
。
一

ガ
、
大
圃
智
家
堡
墓
に
は
、
船
誌
が
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
破
圃
上
の

人
物
す
べ
て
は
鮮
卑
族
の
装
束
で
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
被
葬
者
は
鮮
卑

族
出
身
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
。
漢
民
族
の
宋
紹
相
墓
に
は
、
北
辟
土
に

正
而
向
き
墓
主
像
が
な
い
が
、
鮮
卑
族
の
智
家
堡
墓
に
は
、
北
壁

（奥
壁
）
に

化
面
向
き
、
し
か
も
鮮
卑
族
の
装
束
の
墓
主
夫
婦
坐
像
が
描
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
北
魏
漆
柏
両
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
上
に
墓
‘
•
土
像
が
描
か
れ
て
い
る
例
も

あ
る
。
中
で
も
、
固
原
北
魏
墓
の
漆
棺
画
が
よ
く
知
ら
れ
る
。
固
原
北
魏
墓

は
寧
夏
固
原
の
西
郊
に
あ
り
、
単
室
土
測
墓
で
、
中
に
納
め
ら
れ
た
柏
に
は
漆

画
が
描
か
れ
て
い
る
。
破
損
し
て
い
た
が
、
復
原
さ
れ
た
の
で
、
画
面
の
内
容

天
象
、
奇
草
、
瑞
獣
、
建
物
に

化
而
向
き
に
端
畢
す
る
東
王
父
、
西
王
周
及
び
そ
の
侍
従
が
描
か
れ
て
い
る
。

頭
部
の
柏
板
に
、
建
物
に
坐
る
正
面
向
き
墓
主
像
、
建
物
の
両
側
に
男
女
侍
従

が

一人
ず
つ
描
か
れ
る
。
両
側
の
棺
板
は
三
段
に
分
け
ら
れ
、
上
段
に
孝
子
図
、

中
段
に
連
珠
•
亀
背
文
の
背
景
で
人
物
、
或
は
瑞
獣
、
下
段
に
狩
猟
図
が
描
か

と
そ
の
配
置
が
大
体
分
か
る
。
棺
器
に

H
月、

れ
て
い
る
。
墓
主
と
そ
の
侍
従
は
鮮
卑
族
の
装
束
で
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
、

鮮
卑
放
出
身
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
南
朝
時
代

南
朝
の
領
域
で
は
、
墜
圃
塙
は
極
め
て
少
な
い
が
、
碑
圃
墓
は
幾
つ
か
発
見

さ
れ
て
い
る
。
現
在
ま
で
発
見
さ
れ
た
南
朝
碑
画
墓
は
約
十
基
以
上
あ
り
、
保

(15
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存
状
態
が
良
く
墓
主
が
推
定
で
き
る
も
の
は
鎖
江
市
郊
外
農
牧
場
東
晋
墓
、
河

{16
-

南
省
郡
県
南
斉
墓
、
南
京
西
善
柏
宮

111
墓
、
南
京
西
善
橋
池
坊
村
墓
、
丹
陽
胡

-
19
)

（
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橋
鶴
仙
拗

墓、

丹
腸
建
山
金
家
村
墓
、
丹
陽
胡
橋
呉
家
村
墓

な
ど
が
あ
る
。

中
で
も
、
西
善
柏
宮
山
墓
は
劉
宋
の
孝
武
帝
劉
駿
の
景
寧
陵
、
西
善
橋
油
坊
村

は
陳
の
宜
術
陳
項
の
顕
寧
陵
、
仙
塘
湾
墓
は
南
斉
餓
帝
撒
道
生
の
修
安
陵
、

金
家
村
墓
は
明
帝
船
界
の
OO
ハ
安
陵
、
呉
家
村
墓
は
南
斉
最
後
の
和
帝
瘤
宝
融
の

恭
安
陵
に
比
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
圃
圃
墓
は
河
南
省
部
県
南
斉
墓
を
除
け

ば
、
す
べ
て
南
朝
の
中
心
地
南
京
、
或
は
南
京
の
周
り
に
あ
た
る
地
域
に
あ
り
、

し
か
も
殆
ど
は
南
朝
各
代
の
帝
王
の
陵
墓
で
あ
る
が
、
碑
画
の
題
材
は
主
に

「竹
林
七
賢
・
栄
啓
期
図
」
を
中
心
と
し
て
、
簗
主
に
関
す
る
圃
像
は

一
切
な

一
方
、
汎
文
化
の
中
心
地
で
あ
る
都
の
南
京
の
周
り
で
は
、
両
淡
以
来
の

題
材
は
前
述
し
た
鎖
江
市
郊
外
農
牧
場
で
発
見
さ
れ
た
東
晋
晩
期
、
す
な
わ
ち
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、
。
し四

枇
紀
末
の
三
九
八
年
の
臨
に
ま
だ
残

っ
て
い
る
が
、
削
朝
に
入
る
と
、
漢
民

族
の
伝
統
的
な
題
材
は
消
え
て
し
ま

っ
て
、
代
わ
り
に
玄
学
的
彩
色
が
濃
い

「竹
林
七
賢

・
栄
啓
期
図
」
が
中
心
に
な

っ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

以
上
、
東
魏
北
斉
辟
枷
回
墓
に
お
け
る
正
面
向
き
墓
主
像
は
北
方
系
民
族
、
特

に
鮮
卑
族
の
漢
晋
以
来
伝
統
的
な
墓
葬
辟
詣
両
に
対
す
る
新
し
い
解
釈
に
基
づ
く

産
物
と
い
え
る
。
そ
れ
は
時
代
的
、
ま
た
民
族
的
な
共
通
性
を
も
た
な
い
特
殊

な
も
の
と
も
言
え
る
。



第
二
章

墓
主
像
の
歴
史
的
側
面

で
は
、
東
魏
北
斉
壁
画
墓
に
お
け
る
正
面
向
き
墓
主
像
が
、
北
方
系
民
族
の

漢
晋
以
来
の
伝
統
的
な
墓
葬
壁
圃
に
対
す
る
新
し
い
解
釈
と
す
れ
ば
、
漢
晋
以

来
の
墓
主
像
は
ど
の
よ
う
な
形
式
で
あ
る
か
、
ま
た
東
魏
北
斉
、
或
は
南
北
朝

時
代
以
前
の
北
方
系
民
族
出
身
者
の
壁
画
墓
中
の
墓
主
像
の
様
相
は
ど
う
で
あ

る
か
。
次
は
、
歴
史
的
側
面
か
ら
墓
主
像
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

（
一
）
漢
晋
以
来
の
墓
主
像

墓
主
像
は
、
戦
国
時
代
に
す
で
に
墓
葬
の
中
に
出
現
し
て
い
る
。
現
在
ま
で

に
、
発
見
さ
れ
た
最
も
古
い
墓
主
像
の
例
は
、
長
沙
子
弾
庫
に
お
け
る
楚
の
墓

か
ら
出
土
し
た
戦
国
時
代
の
吊
画
で
あ
る
。
吊
画
は
棺
蓋
板
の
す
ぐ
下
の
薄
い

ト
に
、
画
面
を
上
に
し
て
広
げ
て
置
か
れ
て
い
た
。
長
さ
三

隔
板

（内
板
）

七
・

h
セ
ン
チ
、
幅
は
二
八
セ
ン
チ
の
長
方
形
の
絹
を
用
い
、
上
端
に

一
本
の

細
い
竹
を
柚
に
わ
た
し
、
掛
け
る
た
め
に
竹
の
真
中
近
く
に
紐
が
結
ん
で
あ
っ

た
。
．
吊
圃
の
内
容
は
、
人
物
御
龍
吊
画
と
称
さ
れ
る
通
り
、
髭
の
あ
る

一
人
の

男
子
が
画
面
の
中
央
に
左
向
き
に
立
ち
、

二
本
の
手
網
を
と
っ
て
龍
を
御
し
て

い
る
。
龍
は
胴
を
平
ら
に
、
頭
と
尾
を
高
く
挙
げ
、
文
字
通
り
龍
舟
の
形
を
星

す
る
。
そ
し
て
そ
の
上
に
質
素
な
盛
が
宙
に
浮
い
て
描
か
れ
、

三
本
の
飾
り
紐

が
下
に
乖
れ
て
風
に
舞
っ
て
い
る
。
ま
た
龍
の
尾
に

一
羽
の
烏
が
と
ま
っ
て
立

ち
、
左
下
に
は

一
匹
の
魚
が
泳
い
で
い
る
。
こ
の
畠
画
に
あ
る
人
物
は
昇
仙
途

（
団
）

中
の
墓
の
主
人
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
か
ら
、
長
沙
南
郊
の
陳
家
大
山
楚
墓

(
-
g
)
 

か
ら
発
見
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
晩
周
吊
画
、
長
沙
馬
王
堆

一
号、

三
号
墓
か
ら
出

士
し
た
前
漢
初
期
吊
圃
、
ま
た
山
東
省
臨
祈
金
雀
山
九
号
墓
か
ら
発
見
さ
れ
た

（包

前
漢
武
帝
期
吊
圃
に
墓
主
像
の
姿
が
し
ば
し
ば
登
場
し
て
い
る
。

こ
、
り

ま
t

1H

漠
中
期
か
ら
盛
ん
に
な
っ
た
墓
葬
壁
画
に
は
、
墓
の
主
人
は
昇
仙
、
或
は
昇
仙

後
の
神
仙
肌
界
生
活
の
主
役
と
し
て
も
頻
繁
に
表
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
墓
主
像
は
基
本
的
に
は
側
面
を
向
い
て
い
る
動
態
的
形
象
で
、
日
常
生

活
情
景
の
描
写
と
な
っ
て
い
る
。
墓
主
像
は
壁
画
構
図
の
中
心
で
あ
っ
て
も
、
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側
面
を
む
い
て
い
る
。
甘
粛
省
酒
泉
で
発
見
さ
れ
た
洒
泉
丁
家
間
五
号
墓
は

東
晋

•

十
六
国
時
代
の
聖
画
墓
で
前
室
の
す
べ
て
の
墜
而
に
壁
画
が
描
か
れ
て

い
る
。
壁
画
は
六
段
か
ら
な
り
、
上
か
ら

一
段
目
は
蓮
華
藻
井
、

二
段

H
は
空

白
で
あ
る
。――一
段
日
は
四
墜
上
部
に
龍
頭
は

一
ず
つ
あ
る
。
龍
頭
以
下
の
西
壁

に
、
山
岳
（
毘
裔
山

）
に
安
座
す
る
西
王
楊
と
九
尾
狐
•
三
足
烏
、
天
馬
、
月

H
象
図
、
南
壁
に
麒
麟
（
白
鹿
）
、
北
壁
に
天
馬
が

表
現
さ
れ
て
い
る
。
六
段
目
は
西
壁
を
除
い
て
、
東
壁
の
南
、
北
両
端
、
南
壁

と
北
壁
に
亀
が

一
っ
ず
つ
あ
り
、
ま
た
東
壁
北
端
の
亀
の
前
に
二
つ
の
陶
壷
が

あ
り
、
北
壁
の
亀
の
前
に
一二

つ
の
一房
屋
が
あ
る
。
四
、
五
段
目
は
墓
主
人
燕
居

行
楽
図

・

出
遊

•

荘
園
農
耕

•

桑
蚕

・

畜
牧
•
林
園

・

運
輸

・

庖
厨
な
ど
の
日

常
生
活
に
つ
い
て
の
内
容
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
奥
（
西
）
壁
に
あ
る
墓
主
燕

象
図
、
東
壁
に
東
王
公、
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居
行
楽
図
は
四
段

H
と
五
段
目
の

二
つ
の
壁
面
を
占
め
、
画
像
も
他
の
画
面
よ

り
か
な
り
大
き
く
、
辟
詣
四
全
体
の
構
成
の
中
心
位
置
に
配
さ
れ
る
こ
と
に
間
違

い
な
い
が
、
墓
主
像
そ
の
も
の
は
依
然
と
し
て
側
面
的
、
動
態
的
イ
メ
ー
ジ
で

あ
る

（
図
版

3
、
4
)
。

一
方
、
同
じ
酒
泉
丁
家
間
五
号
墓
の
前
室
壁
而
に
は
、
天
井
東
壁
に
あ
る
東
王

父
と
西
壁
に
あ
る
西
王
周
は
正
面
向
き
で
描
か
れ
て
い
る

（図
版

5
)
。
ま
た
、

壁
画
墓
と
同
様
に
流
行
し
て
い
た
碑
刻
あ
る
い
は
石
刻
壁
圃
と
も
言
え
る
画
像

碑
、
画
像
石
墓
中
に
、
墓
の
主
人
は
殆
ど
が
側
面
向
き
で
あ
る
が
、
神
様
と
す
る



束

E
父

・
囮
王
屑
す
べ
て
は
正
血
向
き
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
漢
民
族
の
墓
中
で
、

墓
の
‘
干
人
は
側
血
向
き
で
、
神
様
の
東
王
父
、
西
王
月
は
正
而
向
き
で
あ
る
こ
と

は
、
現
在
ま
で
発
見
さ
れ
た
漢
骨
以
来
の
墓
葬
に
対
す
る
認
識
と
直
接
に
関
連
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
漠
民
族
に
と
っ
て
、
死
後
世
界
と
人
間

肌
界
と
は

M
質
的
枇
界
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、

つ
ま
り
、
死
ぬ
と
い
う
こ
と
は
本

当
の
死
で
な
く
、
そ
れ
は

―
つ
の
再
生
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
墓
の
主
人
そ
の
も

の
は
依
然
と
し
て
人
間
の
よ
う
に
生
き
て
い
る
の
で
あ
り
、
神
様
で
な
い
。一

方、

神
仙
批
界
は
束
．
卜
父
、
叫
．
卜

l
が
支
配
し
て
い
る
の
で
、
墓
の
‘
じ
人
は
そ
の
川
界

に
人
っ
て
も
単
な
る

一
人
の
新
居
民
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

（
二
）
正
面
向
き
墓
主
像
の
登
場

し
か
し
な
が
ら
、

四
川
紀
前
半
の
東
北
地
方
で
は
正
面
向
き
墓
主
像
の
あ
る

辟
ぃ
皿
11

年
が
い
く
つ
か
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
も
か
な
り
占
い
例
で
あ
る
朝
陽

哀
台

f
樅
圃
搭
の
中
で
は
、
正
而
向
き
背
令
‘
じ
像
は
け
令
冷
布

（西
）

辟
ぃ
南
側
の

甜
室
の
後
檄
に
描
か
れ
て
い
る
。
繕
‘
干
は
黒
い
冠
を
か
ぶ
り
、

焦
領
広
袖
の
赤

い
衣
服
を
着
‘

左
手
に
杯
を
持

っ
て
胸
の
所
に
置
き
、

右
手
は
隅
尾
を
持
ち
帳

内
の
力
街
に
坐

っ
て
い
る
。
後
ろ
の
ん
右
に
付
女
が
立

つ
て
い
る

（図
版

6
)
。

束
且
宰
に
あ
る
側
血
向
き
袋
‘
玉
像
の
宴
飲
図
と
比
べ
る
と
、

こ
の
正
血
向
き
繕

主
坐
像
及
び
圃
血
全
休
は
静
か
で
、
荘
厳
な
雰
囲
気
が
溢
れ
て
い
る
。
束
北
地

ガ
で
は
、
淡
将
以
米
、

樅
訓
袋
が
人
畑
に
造
ら
れ
て
い
た
が
、

化
血
観
の
認
識

を
も

っ
て
袋
‘
t
像
を
描
く
の
は
、

(60
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た
遼
賜

L
王
村
簗
に
は
、

朝
陽
哀
台
子
墜
圃
巖
が
初
出
例
で
あ
る
。
ま

俗

t
像
は
右
耳
室
の
後
壁
に
描
か
れ
て
い
る
。
墓

、
F
は
冠
を
か
ぶ
り
、

傑
を
た
く
わ
え
、

れ
下
に
應
尼
を
も
ち

IE面
を
向
い
て
、

朝
陽
哀
台
子
避
画
墓
と
よ
く
似
て
い
る
。
そ
の
他
、
前
燕
か
ら
逃
げ
た
冬
か
の

墓
は
北
朝
鮮
の
黄
海
北
道
で
発
見
さ
れ
た
が
、
墓
主
像
は
右
側
室
の
右
壁
に
描
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か
れ
て
い
る
（
固
版

7
)
。
そ
の
前
壁
に
墓
主
夫
人
像
が
描
か
れ
て
い
る
。
銘

記
に
よ
る
と
、
時
代
は
三
五
七
年
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
正
面
向
き
墓
主
像

が
ま
だ
側
室
或
は
耳
室
に
描
か
れ
る
こ
れ
ら
の
三
基
に
対
し
て
、
同
じ
前
燕
時

代
晩
期
の
朝
協
太
平
房
村
樅
両
磁
と
北
廟
村
辟
血
咄
品
で
は
、
正
而
向
き
墓
主
像

は
す
で
に
墓
室
の
後
壁
に
移
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
前
述
し
た
五

基
壁
両
墓
の
被
葬
者
の
出
身
が
そ
れ
ぞ
れ
鮮
卑
或
は
鮮
卑
族
化
し
た
燥
民
族
と

雅
測
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
朝
鮮
半
島
で
は
、
冬
寿
の
安
岳
三
号
墓
を

は
じ
め
幾
つ
か
正
面
向
き
墓
主
或
は
墓
主
夫
婦
坐
像
が
描
か
れ
て
い
る
辟
謡
画
古

墳
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
現
在
ま
で
の
発
掘
調
森
の
結
果
に
よ
る
と
、
高
句
麗

辟
ゃ
圃
古
墳
に
あ

っ
て
、
翡
句
麗
の
干
陵
と
し
て
壁
両
瑣
が
採
川
さ
れ
た
の
は
湖

(63
-

南
里
四
神
塚
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
墓
室
四
様
に
四
神
が
描
か
れ
て
い
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
高
句
麗
王
族
の
墓
に
は
、
正
面
向
き
墓
主
像
が
描

- 18-

か
れ
て
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
正
而
向
き
墓
‘
モ
像
が
描

か
れ
て
い
る
高
句
漉
占
墳
の
被
葬
者
は
、
安
岳
三
号
墓
の
冬
寿
と
同
じ
く
三
燕、

或
は
他
の
鮮
卑
部
族
か
ら
朝
鮮
半
島
に
亡
命
し
て
き
た
鮮
卑
族
、
ま
た
は
鮮
卑

族
の
影
覇
11

を
強
く
受
け
た
凶
句
脱
人
で
あ
る
と
拙
定
で
き
る
だ
ろ
う
。

（三
）
正
面
向
き
墓
主
像
の
地
域
性
と
時
代
性

以

t
に
基
づ
い
て
、
地
狸
的
分
布
を
見
れ
ば
、
正
面
向
き
袋
主
像
の
あ
る
辟
ヒ

圃
墓
は
殆
ど
北
方
地
方
に
あ
り
、
し
か
も
魏
晋
南
北
朝
時
代
に
お
け
る
北
方
系

民
族
政
権
の
管
轄
範
囲
以
内
、
即
ち
東
晋
十
六
国
時
代
に
お
け
る
慕
容
鮮
卑
の

朝
陽
、
遼
腸
、
翡
句
胤
の
集
安
、
朝
鮮
半
島
、
北
魏
の
人
同
、
固
原
、
及
び
東

魏
北
斉
の
済
南
、
太
原
、
磁
県
な
ど
の
地
域
に
あ
る
。



と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に

．
つ
の
例
外
が
あ
る
。
そ
れ
は
雲
南
附
辿
に
あ
る
束
四

辟Ie
圃
塙
で
あ
る
。
昭
辿
辟
品
凹
簗
は

一
九
六
芝
年
、
雲
南
省
昭
通
後
洵
子
で
発
見

さ
れ
た
が
、

壁
古
の
銘
文
に
よ
る
と
、

こ
れ
は
東
骨
太
元
年
間

（一ご
八
六
＼

九
ー』．

ノ‘
ヽ

の
「
建
寧
、

越
瓶
、

輿
古
一二
郡
太
守
：
．
使
持
節
都
督
江
南
交
、

面
）

の
墓
で
あ
る
。

9
-
.‘
 
J
 
，
 ．
 

＇ 
1
J
 ‘‘
 

州
諸
軍
事
」

「心化
承
嗣
」

で
あ
る

墓
は
地
表
に
造
ら
れ
た
単
室

墓
で
、

辟
ヒ
圃
は
墓
室
全
休
に
描
か
れ
て
い
る
。
犬
井
部
は、

北
墜
に
玄
武
と
騎

馬
人
物
像
、

鳳
凰
、

建
物
の
図
像
が

束
増
に
白
虎
、

西
増
に
人
物
像
と
ヒIJ
龍、

描
か
れ
、
龍
の
背
に
接
し
て

「右
青
龍
」
の
文
字
が
み
え
る
。
四
墜
の
墜
面
は
、

北
樅
に
廂
尾
を
持

っ
て
捐
に
す
わ

っ
て
い
る
正
面
向
き
に
端
坐
す
る
墓
主
像
が

強
調
し
て
描
か
れ
、
ま
わ
り
に

JA
節
、
兵
欄
、
ル
Llk"盆
な
ど
の
儀
使
が
あ
る
。
他

の
辟
素
皿
に
は

「
夷
淡
部
仙
」
、
鐙
馬
、
家
丁
、
宅
邸
な
ど
の
図
像
が
描
か
れ
る

（図
版

8
)。
人
物
像
の
右
に
銘
文
が
あ
る
。
確
か
に
、
こ
の
霧
承
嗣
墓
の
奥
壁

に
正
而
向
き
凶
生
じ
像
が
描
か
れ
、
し
か
も
束

1

叫

11
時
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否

定
で
き
な
い
が
、
東
評
時
代
の
他
地
域
と
比
べ
る
と
、
壁
圃
の
構
図
、
配
附
及

び
人
物
の
形
象
は
か
な
り
異
な

っ
て
お
り
、
異
民
族
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。

ま
た
、
伺
時
代
の
束
北
地
方
で
発
見
さ
れ
た

1
血
向
き
墓
‘
E
像
の
あ
る
鮮
卑
族

系
増
圃
塙
と
は
や
は
り
大
き
な
辿
い
が
あ
る
。
現
在
の
段
階
で
ま
だ

一
例
で
あ

る
の
で
、
こ
の
南
方
地
域
し
か
も
西
南
辺
郡
に
あ
る
こ
の
松
承
嗣
墓
に
つ
い
て

-
Jo
深
く
検
討
す
る
必
災
が
あ
る
が
、

別
稿
に
譲
り
た
い
。

一
方
、
正
面
向
き
911
令
じ
像
は
四

tlt紀
前
半
の
鮮
卑
族
辟
虚
門
袋
に
登
場
し
た
が
、

東
魏
北
斉
時
代
の
終
焉
と
共
に
、
歴
史
の
舞
台
か
ら
泊
え
て
し
ま
っ
た
。
現
在

ま
で
発
見
さ
れ
た
約
八

0
基
の
隋
唐
時
代
の
辟
謡
門
墓
に
は
、
正
面
向
き
墓
主
像

が
こ
切
な
い
つ
ま
り
、
正
而
向
き
背
令
主
像
の
存
在
年
代
は
、
ま
さ
に
四
枇
紀

前
半
か
ら
六
冊
紀
後
半
ま
で
の
南
北
の
分
裂
時
代
に
当
た
る
。
陪
唐
の
統

一
に

と
も
な
い
、
文
化
に
対
す
る
解
釈
も
統

一
さ
れ
、
正
面
向
き
墓
主
像
の
よ
う
な

民
族
的
色
彩
の
濃
い
文
化
現
象
は
完
全
に
隋
唐
文
化
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま

っ
た

の
で
あ
る
。
中
国
文
化
は
数
百
年
の
歴
史
を
経
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
と
文
化

つ
い
に
盛
唐
の
崩
や
か
な
文
化
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

を
融
合
し
、

士
口斎

語

東
魏
北
斉
な
い
し
北
朝
時
代
に
お
け
る
正
面
向
き
墓
主
像
の
民
族
性
、
地
域

性
、
ま
た
時
代
性
の
総
合
的
な
分
析
を
通
じ
て
、
東
魏
北
斉
墓
葬
壁
画
の
芸
術

的
の
特
徴
と
思
想
内
容
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

墓
主
像
は
中
国
古
代
墓
葬
墜
画
に
お
け
る
非
常
に
重
要
な
画
題
で
あ
る
。
前

述
し
た
通
り
、
漠
民
族
の
伝
統
的
な
墓
主
像
は
側
面
的
で
動
態
的
な
形
で
、
通
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常
墓
主
の
昇
仙、

或
は
昇
仙
後
の
日
常
生
活
が
描
か
れ
て
い
る
。
漢
民
族
の
墓

葬
培
画
に
お
い
て
、
正
而
向
き
で
表
現
さ
れ
る
の
は
す
べ
て
神
仙
世
界
、
ま
た

は
天
国
に
あ
る
神
瑞
で
あ
る
。

正
面
向
き
墓
主
像
は
周
辺
、
特
に
北
方
系
民
族
が
漢
民
族
の
伝
統
に
対
し
て

新
し
く
解
釈
し
た
結
果
で
あ
り
、
文
化
交
流
に
お
け
る
変
異
現
象
で
あ
る
。
神

様
の
正
面
向
き
姿
を
も
っ
て
墓
主
を
表
現
す
る
の
は
、
単
な
る
表
現
形
式
上
の

変
化
だ
け
で
な
く
、
ま
さ
に
墓
主
像
を
神
格
化
す
る
行
為
で
、
墓
主
が
神
に
な

る
こ
と
を
願

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
漢
民
族
の
神
仙
思
想
の
影

評
以
上
に
、
仏
教
、
特
に
仏
教
図
像
の
中
国
へ
の
伝
来
と
直
接
的
な
関
係
が
あ

る
で
は
な
い
か
。
文
化
的
拘
り
が
な
く
、
し
か
も
実
効
を
重
視
す
る
北
方
系
民

族
に
と

っ
て
、
漢
文
化
と
仏
教
文
化
は
同
じ
で
あ
る
。
大
麓
の
正
面
向
き
姿
を

も
っ
て
表
現
さ
れ
た
仏
、
ま
た
菩
薩
が
彼
ら
の
日
常
生
活
に
登
場
し
た
時
、
仏



国
に
昇
り
仏
に
な
る
仏
教
思
想
か
彼
ら
に
強
い
影
評
を
与
え
た
に
間
違
い
な

い
。
従
っ
て
、
仏
や
替
薩
が
表
現
さ
れ
る
正
而
向
き
の
形
象
は
、
彼
ら
の
死
後

｛
恥
）

世
界
の
姿
、
す
な
わ
ち
正
血
向
き
墓
主
像
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
正
面
向
き
墓

主
像
は
漢
民
族
の
神
仙
息
想
と
仏
教
の
天
国
思
想
の
、
北
方
系
民
族
、
特
に
鮮

卑
族
の
死
生
観
へ
の
反
映
で
あ
る
と
言
え
る
。

註(
1
)
I
中
国
美
術
全
集
』
絵
圃
編

一
;
‘
墓
室
墜
両
、
文
物
出
版
社

一
九
八
九
年
二
蘇
哲

「東
魏
北
斉
陛
画
品
の
等
級
差
別
と
地
域
竹
」
『
栂
古
研
究
』
第
四
号
‘
栂
古
研
究
会

九
九
．

一年
二
鯨
哲
「
北
朝
辟
孟
両
慕
研
究
」
『
季
刊
考
古
学
』
第
万
四
期
、
雄
山
閣
出
版

1

九
九
九
年
闊
税
弘

『美
術
考
古
平
恨
紀
中
同
美
術
考
古
発
見
史
』
文
物
出
版
社

L
L
L
E’0
 

)
）

-
Iー

(2
)
塙
追
陪
画
の
あ
る
四
甚
の
陪
画
墓
中
、
正
面
向
き
簗
主
像
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る

の
は
三
基
あ
り
、
残
り
の
一
基
は
、
正
廂
向
き
慕
主
像
が
描
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
非
常

,
J

ヽ
0

し

こ
」
'
-ロ

ヽ
’
_

(3
)
磁
県
文
化
館

「河
北
磁
県
束
魏
茄
＂
如
公

‘
モ
墓
発
掘
簡
報
」

闊

湯

池

「東
魏
茄
＂
如
公

t
翠

墜
圃
試
探
」
『
文
物
』

九
八
四
ー
四

(4
)
磁
県
文
化
館

「河
北
磁
県
北
斉
高
欄
墓
」

ニ

湯

池

「北
粁
裔
澗
袋
辟
虚両
簡
介
」
「考

占
』

↓
九
じ
九
ー一
．．
 

(5
)
 山
西
省
考
占
研
究
所
、
太
原
市
文
物
秤
理
委
員
会

「
太
原
市
北
斉
婁
放
簗
発
掘
簡
報
」

「文
物
』
．
九
八
一
―
-
|
1
0
 

(6
-
111
西
省
考
古
研
究
所
等
「
太
原
南
郊
北
斉
壁
画
袋
」
『
文
物
』

一
九
九
0
|
―
二

(7
)
済
南

1
栂
物
館

「済
南
市
鳥
家
庄
北
斉
墓
」
『
文
物
』

：

九
八
五
ー

•

O

(8
)
李
殷
昌

「韓
同
占
代
陪
両
の
思
想
的
研
究
ー
三
国
時
代
古
墳
墜
画
の
思
想
的
考
察
を
中
心

す
る
」
『
省
谷
論
叢
』

ソ
ウ
ル

九
八
五

一
六‘

(9
)
正

一
品
宜
僚
で
あ
る
顛
賜
郡
王
の
庫
秋
廻
洛
墓

（山
西
寿
陽
）

が
発
掘
さ
れ
た
が
、
壁
画

は
淡
道
に
侍
従
、
伎
楽
を
、
石
門
に
朱
雀
雲
彩
と
斉
龍
白
虎
‘
忍
冬
を
し
か
描
か
れ
な
か

っ
た
。
慕
室
の
墜
面
は
赤
く
派
り
、
西
辟
上
に
白
い
「
十
」
字
形
を
呈
す
図
案
だ
け
あ
る
。

上
兒
林
「
北
斉
昨
秋
逍
洛
堪
」
（
『
考
古
学
報
』

一
九
七
九
ー
三
）
文
を
参
照

(10
)
従

；
品
官
僚
で
あ
る
「
開
府
儀
圃
二
司
際
騎
大
将
軍
」
の
尭
峻
幕

（河
北
磁
県
）
に
は
、

羨
道
門
辟
土
に
朱
裕
羽
人
図
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
墓
室
に
は
壁
画
が
な
い

。（
磁
県
文
化

館

「河
北
磁
県
東
隙
村
北
斉
尭
峻
墓
」
（
『
文
物
』

一
九
八
九
ー
四
）
文
を
参
照

(11
)
北
粁
廃
帝
高
殷
妃
ま
た
人
妙
寺
尼
で
あ
る
李
勝
難
墓

（河
北
磁
県
）
は
尭
峻
墓
と
同
じ
く

羨
道
門
傲
に
朱
雀
羽
人
図
が
あ
る
が
、
慕
室
に
は
墜
画
が
な
い

。
（
前
述
の
蘇

哲

「東
魏
北
斉
煎
凹
墓
の
等
級
発
別
と
地
域
性
」
『

ti古
研
究
』
博
古
研
究
会

一
九
九

二
年

1
0
月
、
馬
理
忠

「磁
県
北
朝
墓
群
ー
東
魏
北
斉
陵
墓
兆
域
考
」

第
二
届
北
朝
史
学

術
討
論
会

九
八
八
年

(12
)
そ
れ
ぞ
れ
の
報
四
占
を
参
照
。

(13
)
湯

池

「魏
晋
南
北
朝
幕
室
墜
画
」
『
中
国
美
術
仝
集
』
絵
画
編
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慕
室
陪
圃

(14
)
河
北
省
閲
物
館
、
文
物
管
理
処

『河
北
平
山
北
斉
柑
昴
簗
調
木
且
報
告
』
『
文
物
』

一
九
七

二こ

（

15
-
前
掲
注

(10

(16
)
山
東
省
文
物
考
占
研
究
所

「済
南
巾
東
八
用
窪
北
朝
墜
画
墓
」
『
文
物
』

r

、

"rnv 

し
＼
ー

-
)

j

J

 

(17
)
東
魏
北
斉
と
＂
如
ザ
如

（柔
然
）
と
の
間
の
政
略
婚
姻
は
、
東
魏
孝
枡
帝
興
和
て
年

（打
四
．

）

よ
り
始
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
年
、
高
歓
は
常
山
上

（拓
跛
焼

）
の
妹
の
蘭
陵
公
主

を
茄
茄
主
阿
那
壊
の
息

f
に
許
婚
し
、
ま
た
、
翌
年

（五
四
二）

、
ザ
如
茄
‘
玉
阿
那
壊
は
自

分
の
孫
の
隣
和
公
上

（＂
如
茄
公

t
袋
の
被
葬
者
）
を
高
歓
の
九
番
目
の
息
子
に
嫁
が
せ
た
。

さ
ら
に
、
ザ
如
ザ
如
主
の
要
請
で
‘
高
歓
は
五
十
歳
の
高
齢
で
阿
那
壊
の
娘
を
自
ら
緊

っ
た
。

(18
)
『周
書
』
、
「隋
害
』

(1
9)
『魏
因

•

蛭
蛙
伝
』、

『南
史
・
蟷
蟷
伝

』、

『北
史
·
蜻
蟷
伝
』、

『通
典
』

(20
)
『宋
書
』
‘
「南
斉
甚

．
肉
丙
閉
伝
』
、
「梁
書
・
丙
肉
虜
伝
』

(21
)
「晋
督
』

(22
)
柔
然
の
名
は
車
鹿
会
が
自
称
し
た
部
族
名
。「
礼
儀
」
、
「賢
明
」
の
音
訳
と
い
わ
れ
、

ァ



ヴ
ァ
ー
ル
に
比
定
す
る
説
も
あ
る
。

(2
3)
「魏
沓

•

高
湖
伝

』
に
は
、

「占
向
湖
、
字
大
淵
、
勃
悔
修
人
也
°

漠
太
佃
衰
之
後

o

...

.

.
 
.
 

斉
献
武

E

（古
向
歓
）
也
」
と
あ
る
。

(24
)
『北
史

・
斉
神
武
帝
紀
』
に
は
、

「斉
高
祖
神
武
畠
帝
姓
高
氏
、
諒
歓
、
字
賀
六
渾
、
勃
洵

篠
人
也
。
六
世
祖
隠
、
晋
玄
茂
太
守
。
隠
生
慶
、
慶
生
泰
‘
泰
生
湖
、

三
世
仕
慕
容
氏
。

及
LI

整
谷
百
敗
、
国
乱
、
湖
率
衆
帰
魏
‘
為
右
将
軍
。
湖
生
四
子
。
第
三
子
謡
‘
仕
魏
、
位

至
侍
御
史
、
坐
法
徒
居
懐
朔
鎮
。
謡
生
皇
考
樹
生
：
・
：
・
及
神
武
生
而
凰
砒
韓
氏
殖
、
養

於
圃
産
姉
壻
鎖
領
獄
隊
尉
娯
家
。
神
武
既
累
世
北
邊
、
故
習
其
俗
、
遂
同
鮮
卑
」
と
あ
る
。

(25
)
注

(24
)
参
照
。

(26
)
銭
穆

『国
史
大
綱
』
上
冊
、

二―

五
頁

（台
北
、
商
務
‘

一
九
七
八
年
修
訂
万
版
）
、
呂

思
勉

『両
晋
南
北
朝
史
』
六
0
四
頁

（台
北
、
開
明
書
店
、

一
九
七
七
年
台
五
版
）
、
ま

た
、
モ
付
オ

「北
魏
時
期
的
胡
漢
間
題
」
十
三
頁

（『
幼
獅
学
報
』
三
巻
一一
期、

L

ヽ

-
）
i
/
 

一）

な
ど
、
す
べ
て
は
正
史
の
記
載
を
従
っ
て
い
た
。

(27
)
濱
口
重
国
「
高
斉
出
身
考
|
高
歓
の
制
枡
と
河
北
の
豪
族
高
乾
兄
弟
の
活
躍
」「
史
学
雑
誌
』

四
九
編
七
‘
八
号

一
九
三
八
、
後
、
氏
著

『秦
漢
隋
唐
史
の
研
究
』
下
巻
所
収
、
東
京

大
学
出
版
会

一
九
六

H
i
眺
薇
元

『北
朝
胡
姓
考
』
北
京
、
科
学
出
版
社

九
五

八
こ
周

一
良

「領
民
酋
長
輿
六
州
都
督
」
、
氏
著

「魏
晋
南
北
朝
史
論
集
』
所
収
、
謬
鍬

「東
魏
北
斉
政
治
卜
漢
人
輿
鮮
卑
之
衝
突
」
氏
著

『讀
史
存
稿
』
所
収
、
香
港
、

三
聯
書
店
、

一
九
じ
八
;
渭
其
購
氏
は
謬
氏
の
前
掲
文
を
読
ん
で
か
ら
、
書
信
の
形
で
謬
と
討
論
し
て
、

氏
は
北
斉
高
氏
の
出
身
を
裔
麗
高
氏
だ
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
内
容
は
謬
氏
の
前
掲
文
の
後

ろ
に
附
し
て
い
る
芦
四
春
盛

「北
斉
政
治
史
研
究
北
斉
衰
亡
原
因
之
考
察
」
『
国
立
台
湾

大
学
文
史
叢
刊
』
之
し
十
五

一
九
八
七
。

同
立
台
湾
大
学
出
版
委
員
会

(28
)
眺
薇
元

『北
朝
胡
姓
考
』
北
京
、
科
学
出
版
社

一
九
五
八
。

(
2
9)
『晋
書
•
四
夷
列
伝

•

西
戎

．

吐
谷
渾

』、

『宋
書
·
鮮
卑
吐
谷
渾
列
伝

』、

『南
斉
書

•
河

南
吐
谷
渾
氏
列
伝

』‘

『梁
書

・

諸
夷
列
伝

•

西
北
諸
戎

•

河
南
王
国

』、

『魏
書

・
吐
谷
渾

列
伝
』、

『周
書
・
異
域
列
伝

F

・
吐
谷
渾
』、

『南
史
・
夷
栢
列
伝
下
•
西
戎

•

河
南
モ
』‘

『北
史

・
吐
谷
渾
列
伝
』
な
ど
に
よ
る
。

(30
)
前
掲
注

(7
)
参
照
。

(31
)
前
掲
眺
薇
冗
氏
の

『北
朝
胡
姓
考
』。

(32
)
『北
斉
書
』

『固
苔
』
の
庫
秋
氏
諸
伝
を
参
考
。

(33
)
寧
夏
回
族
自
治
区
博
物
館
等

「寧
夏
固
原
北
周
李
腎
夫
婦
墓
発
掘
簡
報
」
『
文
物
』

.

L

 

-
1
/
 

八
五
ー

(34
)
陳
寅
格

「陪
唐
制
度
淵
源
略
論
稿
』
北
京

一
九
七
三
年
第
二
次
印
刷
。

中
部
北
口
局

(35
)
「史
記

・
李
陵
列
伝
』
‘
『漢
内

・
李
陵
伝
』。

(36
)
前
掲
眺
薇
元
氏
の

『北
朝
胡
姓
考
』。

(37
)
洛
陽
栂
物
館

「河
南
洛
陽
北
魏
元
又
墓
調
査
」
『
文
物
』

一
九
七
四
ー

(38
)
洛
陽
文
物
工
作
隊

「洛
賜
孟
津
北
陳
村
北
魏
墜
画
墓
」
『
文
物
』

一
九
九
五
ー
八

39
)
『魏
書

・
元
叉
伝
』。

(40
)
前
掲

「洛
陽
孟
津
北
陳
村
北
魏
陪
画
墓
」
「
文
物
』

一
九
九
五
ー
八

(41
)
山
西
省
考
古
研
究
所
・
大
同
市
考
古
研
究
所

「大
伺
市
北
魏
宋
紹
相
墓
発
掘
簡
報
」
『
文

物
』

二

0
0
1
 |
L
 

- 21-

(42
)
王
根
田

・
劉
俊
召

「大
Ipj
智
家
堡
北
魏
石
棺
墓
壁
画
」
『
文
物
』
二
0
0
-
|
L

(43
)
固
原
博
物
館

「寧
夏
固
原
北
魏
墓
清
理
簡
報
」
『
文
物
』

一
九
八
四
―
四
i

王
瀧

「固
原

北
魏
漆
棺
彩
両
」
『
美
術
研
究
』

一
九
八
四
＿

一
ご
寧
夏
固
原
博
物
館

『固
原
北
魏
慕
漆

棺
画
』
寧
夏
人
民
出
版
社
．
九
八
八
年
。

(44
)
復
原
の
間
題
で
、
画
面
が
ち
ょ
っ
と
ず
れ
て
し
ま

っ
た
が
、
全
体
的
に
は
正
面
向
き
で
あ

る
こ
と
に
間
迎
い
な
い
。

(45
)
鎖
江
栂
物
館

「鎖
江
束
罰
画
像
碑
慕
」
『
文
物
』

(46
)
河
南
省
文
化
局
文
物
工
作
隊

『郡
県
彩
色
画
像
碑
墓
』
文
物
出
版
社

一
九
七
三
ー
四

一
九
五
八
年
。

(47
)
南
京
博
物
館
等
「
南
京
西
善
橋
南
朝
墓
及
其
碑
刻
墜
画
」
『
文
物
』

一
九
六
〇
ー
八
、
九

(48
)
羅
宗
真

「南
京
西
善
橋
洲
坊
村
南
朝
大
募
的
発
掘
」
『
考
古
』

一
九
六
三
ー
六

(49
)
南
京
閲
物
院

「江
蘇
丹
陽
胡
橋
南
朝
大
墓
及
碑
刻
辟
命
画
」
『
文
物
』

一
九
七
四

＿
二

(50
)
南
京
博
物
院

「江
蘇
丹
陽
県
胡
橋
、
建
山
両
座
南
朝
墓
葬
」
『
文
物
』

一
九
八
0
ー

(52
)
湖
南
省
博
物
館

「新
発
現
的
長
沙
戦
国
楚
墓
吊
画
」
『
文
物
』

一
九
七
三
ー
七
：
湖
南
省

博
物
館

「長
沙
子
弾
府
戦
国
木
枠
墓
」
『
文
物
』

言長
沙
楚
墓
吊
画
』

一
九
七
四
ー



北
京

文
物
出
版
社

一
九
じ
一^
一年
。

(53
)
曾
布
川
寛

「毘
裔
山
と
昇
仙
図
」
『
東
方
学
報
』
京
都
五
1

冊

(54
)
郭
沫
若

「関
於
晩
周
吊
画
的
考
察
」
『
文
史
論
集
』
北
京

一
九
六

一
年
。

(55
)
湖
南
省
薄
物
館

（そ

の
他
）
『
長
沙
馬
王
堆

一
号
漢
慕
発
掘
簡
報
』
北
京

一
九
七
九
年
。

一
九
じ
ニ

年
二
湖
南
省
博
物
館
・
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所

『長
沙
馬
王
堆

一
号
漢
墓
』
北
京

九
ヒ
三
年
。

(56
)
湖
南
省
悼
物
館

・
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所

「長
沙
馬
王
堆
．

一、
三
号
漢
墓
発
掘
簡
報
」

『文
物
』

一
九
し
四
ー
し
i

中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
・
湖
南
省
栂
物
館
写
作
小
組

「馬

王
堆
二
、
二
．
号
漢
墓
発
掘
的
‘
E
要
収
穫
」

「考
古
』

一
九
ヒ
五
ー

(57
)
臨
祈
金
雀
山
漢
墓
発
掘
組

「
山
東
臨
祈
金
雀
山
九
号
墓
発
掘
簡
報
」
『
文
物
』

一
九
し
ヒ

(58
)
甘
粛
省
博
物
館

「
酒
泉
、
嘉
船
関
晋
幕
的
発
掘
」
『文
物
』

一
九
じ
九
ー
六
i

甘
粛
省
文

物
考
占
研
究
所
編

『酒
泉
十
六
国
墓
璧
画
」

一
九
八
九
年
。

文
物
出
版
社

(59
)
遼
寧
省
閲
物
館
文
物
隊
、
朝
陽
地
柊
閲
物
館
文
物
隊
、
朝
賜
県
文
化
館

「朝
陽
炊
台
子

束
晋
辟
点
門
＂
口
企

」
『
文
物
』
1

九
八
四
ー
六

(60
)
李
慶
発

「遼
賜
上
上
家
村
叩
II
代
壁
画
品
消
理
簡
報
」
『
文
物
』

．
九
几
九
ー
し

(61
)
洪
晴
．
上

「
閃

T
冬
寿
陥
的
発
現
和
研
究
」
『
考
古
』

九
五
九
ー

(62
)
束
潮

「
遼
東
と
高
句
麗
墜
両
臨
‘
£
図
像
の
系
譜
ー
」

『朝
鮮
学
報
』
第
百
四
卜
九
輯
、

朝
鮮
学
会

一
九
九
四

(
6
3)
束
潮

「朝
鮮
―
―•
同
時
代
に
お
け
る
横
穴
式
石
室
珀
の
出
現
と
展
開

」
『
困
立
歴
史
民
俗
博

物
館
研
究
報
告
』
四
し

九
九
三
年
。

(64
)
雲
南
省
文
物
［
作
隊

「芸
南
昭
通
後
海

f
束
晋
噸
両
硲
清
理
簡
報
」
『
文
物
』

九,_ 

" 

(
6
5)
r1
1橋
明
柚

•

中
野
徹
‘
上
編
『世
界
美
術
大
全
集
』
束
洋
編
4
•
陪
唐

小
学
館

一
九
九

ド
J
上

じ

(66
)
劉
中
澄
氏
は

「単
独
正
而
端
坐
」
の
片
令
上
像
が
仏
教
影
牌
を
う
け
て
い
る
と
、
す
で
に
一

九八し年に指摘された（「関了朝賜哀台子晋墓辟虚回的初歩研究」『遼海文物学

FIJ』-1参照）。

へ.--由J- 甘 ―― 此＊ 

門 粛 九九 生
- 省九 六芳
魏 衷ブ 〇 九 -
皿古年年 さ
ロ研 七い
一1¥―1 究北月・
北 所京 せ
喜助大 甘 い
代 理 学粛 ほ
考 研考省う
究古 寧-
古 員 系縣
美 卒生
術 業 れ
史 、
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図版 1 正面向き墓主立像 茄茄公主墓奥壁 東魏 (550年）河北省磁県

図版2 正面向き墓主坐像 道貴募奥壁 北斉 (571年）山東省済南
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図版3 墓主燕楽図 丁家間5号墓前室奥壁十六国時代甘粛省酒泉

図版5 東王父図 丁家間5号墓前室東壁

十六国時代甘粛省酒泉号

- 24-

図版4 墓主図 （燕楽図の部分）丁家間 5

墓前室奥壁十六国時代甘粛省酒泉



正面向き墓主坐像

哀台子壁画墓西和室奥壁

十六国時代遼寧省朝陽

図版6

高句麗 (357年）朝鮮冬寿墓（安岳3号墓）西耳室奥壁正面向き墓主坐像図版7
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東晋 (386-396)雲南省昭通
--

雷承嗣墓奥壁
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正面向き墓主坐像図版8


